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教祖 140 年祭に向かって
―布教―　とにかく実践「日常化と積み重ね」

第 609 号

す
べ
て
お
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す
け    
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よろこびとおたすけの心で
身近なくらしの中から教祖ひながた実践

　

立
教
188
年
３
月
26
日
、
真
柱
様
よ
り
北
海

道
教
区
長
と
し
て
再
任
い
た
だ
き
ま
し
た
奧

村
尚
人
（
札
幌
東
支
部
・
津
輕
部
属
、
六
華
分

教
会
）
で
ご
ざ
い
ま
す
。
教
区
長
二
期
目
と

し
て
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
、

誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
且
つ
、
課
せ
ら
れ

た
使
命
と
責
任
の
重
さ
を
実
感
し
、
大
変
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

教
祖
140
年
祭
を
目
前
に
控
え
、
全
教
一
丸

　

教
区
婦
人
会（
奥
村
と
う
子
主
任
）

は
、
4
月
18
日
、
午
後
2
時
よ
り
、

本
部
西
境
内
地
で
草
抜
き
ひ
の
き
し

ん
を
行
っ
た
。

　

3
年
前
よ
り
実
施
し
て
い
る
27
ス

マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
完
結
編
と

し
て
、全
道
の
支
部
主
任
を
は
じ
め
、

婦
人
会
員
、
ま
た
、
老
若
男
女
を
問

わ
ず
家
族
連
れ
の
方
々
な
ど
、
総
勢

244
名
が
参
集
し
た
。

　
「
お
や
さ
ま
の
御
誕
生
日
に
、
ほ

ん
の
り
と
汗
ば
む
陽
気
の
下
、
一
手

一
つ
に
神
苑
で
の
草
抜
き
ひ
の
き
し

27
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
完
結
編

婦 

人 

会
ん
を
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
笑

顔
と
喜
び
心
溢
れ
る
中
、
ス
マ
イ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
終
え
さ
せ
て
い
た

だ
く
事
が
で
き
ま
し
た
。」
と
担
当

者
が
話
し
た
。

暑さの中、パイプ椅子の
間も草抜きを

と
な
っ
て
年
祭
活
動
を
推
し
進
め
、
教
祖
に

お
喜
び
い
た
だ
こ
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
つ
と

め
、
教
会
、
支
部
、
教
区
の
動
き
が
為
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

教
区
と
致
し
ま
し
て
は
、
教
区
祭
の
意
義

で
あ
り
ま
す
『
も
っ
と
勇
み
し
ん
じ
ん
を
』

の
精
神
を
基
軸
に
、

①
信
仰
の
元
一
日
、
地
域
活
動
と
地
域
性
の

元
一
日
に
思
い
を
致
す
。

②
勇
み
勇
ま
せ
合
う
活
動
を
展
開
す
る
。

③
お
つ
と
め
を
芯
に
教
勢
伸
展
を
願
う
。

④
人
材
育
成
。

そ
し
て
こ
こ
に
流
れ
る
根
本
理
念

は
『
同
じ
地
域
で
居
合
わ
す
者
同
士

が
奇
し
き
関
わ
り
、
奇
し
き
い
ん
ね

ん
を
考
え
、
骨
身
惜
し
ま
ぬ
た
す
け
あ
い
を

し
っ
か
り
し
て
い
く
。』
と
い
う
真
柱
様
の

お
言
葉
で
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
、

― 

布
教 

―
　
と
に
か
く
実
践

　
　「
日
常
化
と
積
み
重
ね
」

― 

求
道 

―
　
教
え
と
熱
を
伝
え
る

　
　
「
研
修
と
伝
道
」

― 

た
す
け
あ
い 

―
　
悩
み
に
寄
り
添
い
向

き
合
う

　
　
「
親
身
の
支
援
」

― 

災
害
対
策 

―
　
装
備
と
備
蓄

　
　
「
ひ
の
き
し
ん
の
実
践
と
訓
練
」

こ
う
し
た
目
標
を
定
め
て
今
期
も
活
動
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

教
祖
の
年
祭
に
限
ら
ず
、
一
人
ひ
と
り
に

求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
ひ
な
が
た
の
実
践
で

あ
り
ま
す
。
教
区
ス
ロ
ー
ガ
ン
『
す
べ
て
喜

び
す
べ
て
お
た
す
け
』
を
常
に
意
識
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
は
、
ひ
な
が
た
実
践
に
通
じ

る
心
の
在
り
方
だ
と
信
じ
ま
す
。

　

管
内
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
よ

り
お
願
い
し
、
教
区
長
二
期
目
就
任
の
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

立
教
188
年
５
月
１
日

　
　
　

 

北
海
道
教
区
長　
　

奧 

村　

尚 

人
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第609号 立教188年（2025）5月1日

－　  　－

教祖 140 年祭に向かって
―求道―　教えと熱を伝える「研修と伝道」

文化広報副部長
郷司　諭
（十勝）

教務部長
大野 成一
（北光）

教区祭実行委員長
三幣 健志
（網走）

福祉厚生部長
岡崎 秀人
（本輪西）

庶務部長
高橋 太志
（祝梅）

総務部長・集会員
笹田 道継
（膽振）

育成副部長
笹谷 浩史
（旭川）

育成部長
木岡 喜久子
（札幌）

会計部長
山田 幸雄
（千代樺）

祭事室長
山田 道弘
（當別）

布教部長
内田 誠司
（松風）

文化広報部長・社友
中村 圭一
（北統）

青年会委員長
岡田 茎貴
（道北）

婦人会主任
奥村 とう子
（六華）

布教副部長
山本 一元
（統北）

教区祭実行副委員長
藤田 大和
（夕張）

総務副部長
北山　元
（長万部）

教務副部長
髙橋 幸裕
（倶知安）

祭事室次長
平井 真治郎
（樺太）

《
各
部
会
役
職
》

《
役
職
員
一
覧
》

布教の家 寮長
鷲津 孝幸
（月寒）

学生担当委員長
髙橋 清彦
（景勝園）

 災害救援ひのきしん隊
富山 知一
（栗山）

少年会団長
大脇 直丸
（三石）

基礎講座事務局長
佐藤 元展
（下佐呂間）

《
主
事
》

教
区
長　
　
　
　
　
　

奥
村　

尚
人

教
区
長
室　
　

室
長　

渡
部　
　

進

総
務
部　
　
　

部
長　

笹
田　

道
継

　
　
　
　
　

副
部
長　

北
山　
　

元

教
務
部　
　
　

部
長　

大
野　

成
一

　
　
　
　
　

副
部
長　

髙
橋　

幸
裕

　
　
　
　
　
　

次
長　

桐
谷　

善
広

事
情
願
書
担
当
（
兼
）
髙
橋　

幸
裕

　
　

法
人
担
当
（
兼
）
桐
谷　

善
広

布
教
部　
　
　

部
長　

内
田　

誠
司

　
　
　
　
　

副
部
長　

山
本　

一
元

　
　
　
　
　
　

次
長　

三
幣　

敦
志

布
教
の
家　
　

寮
長　

鷲
津　

孝
幸

基
礎
講
座
事
務
局
長　

佐
藤　

元
展

や
ま
び
こ
会　

代
表　

藤
野　

充
普

災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん
隊

　
　
　
　
　
　

隊
長　

富
山　

知
一

　
　
　
　
　

副
隊
長　

布
野　

真
理

　
　
　
　
　

副
隊
長　

岩
佐　

善
昭

　
　
　
　
　

副
隊
長　

豊
野　

孝
徳

福
祉
厚
生
部　

部
長　

岡
崎　

秀
人

　
　
　
　
　

副
部
長　

尾
留
川　

雅
道

育
成
部　
　
　

部
長　

木
岡　

喜
久
子

　
　
　
　
　

副
部
長　

笹
谷　

浩
史

お
う
た
合
唱
団
団
長　

荒
川　

善
孝

文
化
広
報
部　

部
長　

中
村　

圭
一

　
　
　
　
　

副
部
長　

郷
司　
　

諭

社
友　
　

代
表
（
兼
）
中
村　

圭
一

教
区
報　
　

編
集
長　

奥
村　
　

功

教
区
HP　
　

編
集
長　

藤
田　
　

豊

庶
務
部　
　
　

部
長　

高
橋　

太
志

　
　
　

副
部
長
（
兼
）
布
野　

真
理

お
ぢ
ば
が
え
り
推
進
課

　
　
　
　
　
　
（
兼
）　

桐
谷　

善
広

会
計
部　
　
　

部
長　

山
田　

幸
雄

　
　
　
　
　

副
部
長　

高
石　

博
幸

　
　
　
　

会
計
監
査　

秦
野　

聖
一
郎

　
　
　
　

会
計
監
査　

野
村　

広
司

婦
人
会　
　
　

主
任　

奥
村　

と
う
子

し
ら
ゆ
き
会
委
員
長　

田
村　

真
衣

青
年
会　
　

委
員
長　

岡
田　

茎
貴

少
年
会　
　
　

団
長　

大
脇　

直
丸

学
生
担
当
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　

髙
橋　

清
彦

教
区
祭
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　

三
幣　

健
志

　
　
　
　

副
委
員
長　

藤
田　

大
和

祭
事
室　
　
　

室
長　

山
田　

道
弘

　
　
　
　
　
　

次
長　

平
井　

真
治
郎

集
会
員  （
兼
） 　
　
　

笹
田　

道
継

啓
発
委
員
会

　
　
　

委
員
長
（
兼
）
笹
田　

道
継

災
害
対
策
委
員
会

　
　
　

委
員
長
（
兼
）
奥
村　

尚
人

喜
び
お
た
す
け
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　

福
井　

教
之

3
月
26
日
付

主
事
、
役
職
員
、
支
部
長
、
地
方
委
員

4
月
1
日
付

しらゆき会委員長
田村 真衣
（美流渡）

立
教
188
年
3
月
26
日
、教
区
長
任
期
満
了
再
任
に
伴
い
、

教
区
人
事
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
。
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第609号 立教188年（2025）5月1日

－　  　－

教祖 140 年祭に向かって
―たすけあい―　悩みに寄り添い向き合う「親身の支援」

札幌中南
山本 長広
（北海）

小樽
中村 圭一
（北統）

倶知安
加藤 道典
（蘭越）

余市
野村 広司
（北銀山）

八雲
浅井 広則
（凾樽）

渡島
尾留川 雅道
（秋館）

函館
青井 清人
（彌生）

日高
和田 与志男
（平取）

室蘭
秦野 聖一郎
（本登龍）

千恵広
鈴木　栄
（都千歳）

苫小牧
岩倉 英博
（樽前）

札幌東
赤羽　誠
（養樹）

札幌北西
荒木 志朗
（惠庭）

札幌白豊
藤野 充普
（阿北）

十勝
松岡 茂樹
（帯廣）

富良野
大佐古 稔
（山部）

旭川
岡田 通仁
（春光台）

上川
白畠 道之
（永山）

天龍
升崎 博之
（旭台）

空知
髙橋 洋治
（結実）

南空知
寺澤 信彦
（南由仁）

宗谷
吉川 英樹
（沼ノ端）

天塩
福井 教之
（天塩）

北見
渡邉 道仁
（紋湧）

紋別
池　慶二
（雄武）

網走
細木 善信
（網昇）

釧根
坂下 寛幸
（釧正）

《
支
部
長
》

　

函
館　
　

青
井　

清
人　
　
（
彌
生
）

　
　
　
　
　

葛
西　

敬
一　
　
（
拓
進
）

　

渡
島　
　

尾
留
川　

雅
道　
（
秋
館
）

　

八
雲　
　

浅
井　

広
則　
　
（
凾
樽
）

　

倶
知
安　

加
藤　

道
典　
　
（
蘭
越
）

　

余
市　
　

野
村　

広
司　
　
（
北
銀
山
）

　

小
樽　
　

境　
　

真
亮　
　
（
花
園
）

　
　
　
　
　

藤
井　

吉
久　
　
（
手
宮
）

札
幌
中
南　

山
本　

長
広　
　
（
北
海
）

札
幌
白
豊　

高
橋　
　

豊　
　
（
北
央
）

　
　
　
　
　

茂
川　

哲
幸　
　
（
宗
喜
）

札
幌
北
西　

佐
藤　

隆
利　
　
（
西
札
幌
）

　
　
　
　
　

荒
木　

志
朗　
　
（
惠
庭
）

　

札
幌
東　

赤
羽　
　

誠　
　
（
養
樹
）

　
　
　
　
　

堤　
　

文
雄　
　
（
太
美
）

　

千
恵
広　

鈴
木　
　

栄　
　
（
都
千
歳
）

　

苫
小
牧　

岩
倉　

英
博　
　
（
樽
前
）

　

室
蘭　
　

秦
野　

聖
一
郎　
（
本
登
龍
）

　
　
　
　
　

加
藤　

三
夫　
　
（
辨
邊
）

　

日
高　
　

和
田　

与
志
男　
（
平
取
）

　

南
空
知　

寺
澤　

信
彦　
　
（
南
由
仁
）

　
　
　
　
　

三
橋　

理
吉　
　
（
勇
名
）

　

空
知　
　

高
坂　

正
道　
　
（
濱
益
）

　
　
　
　
　

髙
橋　

洋
治　
　
（
結
実
）

　

天
龍　
　

升
崎　

博
之　
　
（
旭
台
）

　

旭
川　
　

岡
田　

通
仁　
　
（
春
光
台
）

　
　
　
　
　

安
藤　

一
男　
　
（
石
上
）

　

上
川　
　

白
畠　

道
之　
　
（
永
山
）

　

富
良
野　

大
佐
古　

稔　
　
（
山
部
）

　

十
勝　
　

小
林　

道
弘　
　
（
北
廣
）

　
　
　
　
　

松
岡　

茂
樹　
　
（
帯
廣
）

　

釧
根　
　

坂
下　

寛
幸　
　
（
釧
正
）

　
　
　
　
　

渡
邉　

建
一　
　
（
新
標
津
）

　

網
走　
　

細
木　

善
信　
　
（
網
昇
）

　

北
見　
　

長
尾　

正
人　
　
（
鴻
慈
）

　
　
　
　
　

渡
邉　

道
仁　
　
（
紋
湧
）

　

紋
別　
　

池　
　

慶
二　
　
（
雄
武
）

　
　
　
　
　

森　
　

康
弘　
　
（
立
牛
）

　

天
塩　
　

福
井　

教
之　
　
（
天
塩
）

　

宗
谷　
　

引
網　

義
成　
　
（
宗
谷
）

　
　
　
　
　

吉
川　

英
樹　
　
（
沼
ノ
端
）

4
月
1
日
付

4
月
1
日
付
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第609号 立教188年（2025）5月1日

－　  　－

教祖 140 年祭に向かって
―災害対策―「ひのきしんの実践と訓練」装備と備蓄

  

● 

毎
月
実
施
中

　   

に
を
い
が
けWalker

北
海
道

　

年
祭
活
動
の
後
押
し
を
さ
せ
て

頂
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
路

傍
講
演
、
神
名
流
し
、
戸
別
訪
問
、

お
つ
と
め
な
ど
の
実
動
を
い
た
し

ま
す
。

　

詳
細
な
ど
は
教
区
布
教
部
ま
で
。

４月の実動前 あいさつの様子

各 

地 

の 

動 

き

●
余
市
支
部
（
新
井
田
建
治
前
支
部

長
）
は
、
3
月
30
日
、
積
丹
分
教
会

を
会
場
に
、
第
8
回
教
学
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
た
。
参
加
者
75
名
。

　
　

  （
余
市
支
部
47
名
、
他
支
部
28
名
）

　

支
部
で
は
、
教
理
を
学
ぶ
場
と
し

て
セ
ミ
ナ
ー
を
毎
年
開
催
し
て
お

り
、
前
回
に
続
い
て
天
理
大
学
人
文

　

布
教
を
志
す
者
の
会
と
し
て
、
に
を

い
が
け
活
動
を
中
心
に
実
動
し
て
い
ま

す
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。

　

次
回
は
、
5
月
16
日 

13
時
30
分
〜

　
　
　

      

教
務
支
庁
集
合

◆ 

や
ま
び
こ
会
の
ご
案
内 
◆

学
部
宗
教
学
科
教
授
、
日
本
宗
教
学

会
理
事
の
岡
田
正
彦
講
師
を
お
招
き

し
、「
出
直
し
」
に
つ
い
て
講
義
い

た
だ
い
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
思
想
の
死
生
観

と
「
出
直
し
」
の
教
理
と
の
差
異
を

意
識
し
な
が
ら
、
本
教
の
教
え
の
現

代
的
な
意
義
に
つ
い
て
、
未
来
志
向

の
視
座
か
ら
講
義
さ
れ
、
お
さ
し
づ

や
図
解
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
映
し

て
お
話
さ
れ
た
。

　

先
生
の
持
つ
魅
力
と
、
出
直
し
と

い
う
興
味
深
い
テ
ー
マ
で
、
大
勢
の

参
加
者
を
引
き
付
け
、
た
く
さ
ん
の

質
疑
に
対
し
て
も
丁
寧
に
お
答
え
い

た
だ
い
た
。

　
「
参
加
し
て
良
か
っ
た
」「
教
理
を

学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感

し
た
」
な
ど
多
く
の
声
を
い
た
だ
い

た
。　
　
　
　

　
　
　
　
　

  

（
支
部
社
友　

高
石
博
幸
）

4

　
北
海
道
教
務
支
庁
日
誌
抄

4
月
1
日　

支
部
長
研
修
会

　
　

2
日　

一
手
一
つ
お
願
い
づ
と
め

　
　
　
　
　

支
部
長
会
議

　
　
　
　
　

布
教
部 

支
部
布
教
部
長
会
議

　
　

4
日　

札
幌
中
南
支
部
例
会

　
　

16
日　

教
区
長
帰
本

　
　

18
日　

教
祖
御
誕
生
祭
遥
拝
式

　
　
　
　
　

婦
人
会 

境
内
地
ひ
の
き
し
ん

　
　

19
日　

本
部
婦
人
会
総
会

　
　
　
　
　

教
区
長
帰
庁

　
　
　
　
　

学
生
会 

新
入
生
歓
迎
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〜
20
日
）

　
　

21
日　

教
区
祭
実
行
委
員
会
議

　
　

24
日　

教
区
長
帰
本

　
　

25
日　

教
区
長
会
議

　
　

26
日　

本
部
月
次
祭
遥
拝
式

　
　
　
　
　

主
事
会

　
　

27
日　

合
唱
団
練
習

　
　

28
日　

教
区
長
帰
庁

　
　

29
日　

全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー

　
　

30
日　

た
す
け
推
進
会
議

訃
　
報

け
い
じ
ば
ん

　
　
立
教
一
八
八
年
・
令
和
7
年

・
平
井
　
昌
子
様　

2
月
25
日
出
直
（
94
歳
）

　

樺
太
分
教
会
元
会
長
夫
人　

 （
空
知
支
部
）

・
近
藤
　
双
葉
様　

4
月
3
日
出
直
（
34
歳
）

　

奈
井
江
分
教
会
長
夫
人     　
（
空
知
支
部
）

・
近
藤
　
朝
夫
様　

4
月
5
日
出
直
（
80
歳
）

　

明
龍
分
教
会
前
会
長　

     （
千
恵
広
支
部
）

新
教
会
長
さ
ん
紹
介

（
令
和
7
年
3
月 

お
運
び
）

十
勝
支
部　

台
里
分
教
会
（
北
陸
）

　
　

奉
告
祭　

6
月
29
日

山田 はるみ  氏
68 歳

　

4
月
よ
り
余
市
支
部
の
野
村
夏
実

さ
ん
が
教
区
学
生
会
委
員
長
に
な
り

ま
し
た
。

《 

学
生
会
新
委
員
長
紹
介 

》野村夏実
（岐美・北銀山）
大学 1年

●
ふ
せ
こ
み
ひ
の
き
し
ん

  　
　

教
務
支
庁
に
て
毎
月
29
日

　

3
月
29
日
は
、
玄
関
、
各
会
ロ

ビ
ー
、
廊
下
、
階
段
、
ト
イ
レ
掃
除

と
大
小
会
議
室
、
神
殿
掃
除
、
畳
拭

き
を
行
い
、
14
名
が
参
加
下
さ
い
ま

し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※  

今
後
の
予
定
や

　  
詳
細
は
こ
ち
ら
の    

　   
QR
コ
ー
ド
か
ら

神殿掃除


